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総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標

政 策

施 策

総合評価
評
価
担
当

局名

課・室名

電話番号

１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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不満度

重要度
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令和 年度3 高松市施策評価表（ 年度分）2

2018

2019

2020

2022

2023

令和 年3

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

廃棄物の適正処理

環境局

環境指導課

839-2380
Ｂ

　一般廃棄物（し尿を含む）を排出する市民及び市内の事業
者並びに産業廃棄物を排出する事業者や廃棄物の収集運搬・
処分を行う者等

　一般廃棄物及び産業廃棄物の排出を抑制し、適正かつ効率
的な処理を推進するとともに、将来に向けた安定した処理体
制を構築することにより、生活環境保全及び公衆衛生の向上
を図り、循環型社会の形成に寄与する。

一般廃棄物の年間埋立処分量
ｔ

年度30 年度31 年度2 年度4 年度5

14,022 14,629 14,689 11,450 11,270

　家庭ごみの適正処理について、ホームページや広報紙等で周知・啓
発に努めた。前年度と比較すると、ごみの焼却量はほぼ横ばいであ
り、そのため、焼却灰等の年間埋立量も同様となり、目標値の達成に
は至らなかった。

％76.3

点22

産業廃棄物の不適正保管量
ｔ

年度30 年度31 年度2 年度4 年度5

11,857 11,785 11,759 11,570 11,500

　継続的・定期的な指導を行ったことにより、前年度と比較し、不適
正保管量が減少した。

％99.6

点29

年度30 年度31 年度2 年度4 年度5

14

11

7

31.2

36.1

38

位 （ ％）14 31.2 位 （ ％）11 36.1 位 （ ％）7 38.0
42

51

53

11.8

10.6

10.7

位 （ ％）42 11.8 位 （ ％）51 10.6 位 （ ％）53 10.7

18

22

16

73.1

75.6

76.4

位 （ ％）18 73.1 位 （ ％）22 75.6 位 （ ％）16 76.4

年度30 年度31 年度2



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）30 年度（決算）31 年度（決算）2 年度（予算）3

4,345,714 4,595,725 4,663,729 4,941,042

1,402,978 1,390,880 1,355,738 1,329,252

5,748,692 5,986,605 6,019,467 6,270,294

　ごみの適正処理を確保した上で、より経済的で効率的な収集運搬体制を検討する必要がある。西部クリーンセンター等施設の適
切な維持管理と効率的な運転管理を図る必要がある。既存のごみ処理施設が稼働を開始してから長期間が経過していることから 、
今後も安定したごみ処理運営を行うため、次期ごみ処理施設のあり方及び整備について検討する必要がある。し尿等の処理につい
ては、下水道との共同処理を行っており、引き続き、適正に処理を行う必要がある。排出事業者の責任や収集運搬・処分を行う者
の責務について、更に理解を深めてもらい、適正処理を推進していく必要がある。

　一般廃棄物処理基本計画に基づき、一般廃棄物の発生抑制、適正処理、資源化を推進し、ごみ処理施設の適切な維持管理を図る
とともに、市の収集運搬体制の検討にも取り組み、公衆衛生の向上及び循環型社会の形成に貢献していく。また、今後も安定した
ごみ処理運営を行うため、次期ごみ処理施設のあり方及び整備について検討していく。し尿等の処理については、下水道との共同
処理を安定的かつ適正に推進していく。産業廃棄物については、排出事業者や許可業者等に指導や啓発活動により、排出抑制や適
正処理及び再生利用の推進を図る。

産業廃棄物適正処理の促進

（評価対象外）産業廃棄物適正処理指導事業



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

し尿の適正処理の推進
Ａ

災害時し尿処理事業
％100 Ａ 継続

簡易トイレ備蓄率

し尿凝固剤備蓄率

％100.0

％100.0

し尿処理施設跡地利用事業
○ ％98 Ａ 継続

解体・跡地整備進捗率
％99.7

（評価対象外）離島し尿収集事業

（評価対象外）衛生センター管理事業

（評価対象外）し尿中継貯留槽管理事業

（評価対象外）衛生処理センター跡地管理事業



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

ごみの適正処理の推進
Ｂ

（評価対象外）ごみ処理計画推進事業

ごみ適正処理指導事業
％83 Ｂ 継続

不適正管理ごみステーション対応件数
％80.5

（評価対象外）ごみ収集運搬事業

（評価対象外）ごみ処理関連施設統廃合整備事業

（評価対象外）ごみ最終処分場管理事業

（評価対象外）南部クリーンセンター管理運営事

業

（評価対象外）南部クリーンセンター場内整備事

業

（評価対象外）西部クリーンセンター管理運営事

業（焼却処理）

（評価対象外）一般廃棄物最終処分場整備事業

（評価対象外）西部クリーンセンター管理運営事

業（破砕処理）

（評価対象外）西部クリーンセンター大規模改修

事業
○

西部クリーンセンター大規模改修整備進捗率

次期ごみ処理施設整備検討事業
○ ○ ％66 Ｃ 継続

次期ごみ処理施設整備検討事業の進捗率（事業費ベー

ス）
％53.2


